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賀
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1

生
產
上
獨
占
の
地
位
を
占

{ /

る
企
業
家
、就
中
、伞
業
聯
合
及
び
企
業
合
同
の
往
々
實
施
す
る 

營
業
：政
略
に
し
：て

r

般
の
購

M

者
、就
中
、加
工
業
者
の
見
地
ょ

6

殊
に
甚
だ
し
く
攻
離

3

る

、
‘

:一： -

種
の
手
段
あ

6
°

一 

般
に

.拋
出

•策
叉
は
外
國
廉
寶
策
と
し

.て
知
ら
る
、
輸
出
廉
寶
卽
ち
是 

な 
_

6

°

. 

’

.
■輸
出
廉
實
叉
は
，外
國
廉
寶
と
は
獨

6

的
權
力
.を
有
す
る
企
業
叉
は
其
聯
合
國
體
於
關
稅
の 

塯
壁
、運
賃
の
高
率
叉
は
其
他

.の

.原
因
に
基

づ

.：け
る
® '

域
的
區
劃
の
存
在
を
奇
货
と
し
て
、內
國

.
輪
：®
廉
.
を
論
ず 

.
一〕

九
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に
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持
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市
曝
'に
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し

七

非
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.の
低
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に
其
生
產
；嫩
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猶

出

す

る

の

«
赂
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云

；5
、基
：礎
鞏
固
な
る
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合
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び
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業
合
同
於
ノ
過
剩
生
產
物
處
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權

練

張
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手
段
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し
て
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«- 

行
す
る
'所

な

夂

卽

ち

獨

逸

.0
企
業
聯
合
調
查
委
一
員
の
報
告
ば
濺
れ
ば
：同
.國

:0
骽

庚

聯

合
& 

«
随
一
の
相
場
十
七
馬
竞
な
一
る
.
^
P

0を

外

國

^
:は

/1
}馬
克
：乃
_

十
馬

茺

の

相

場

、に
て
輸
出
し
、葉

_
 

鐵
業
聯
合
；は

其

製

造

を

a

國
百

五
十
鳥
克
.外
國
百
モ
一
馬
.克
の
代
價
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販
寶
せ
■し
こ
と
.ぁ
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と
云
ひ
、叉
来
德
に
於
け
る
產
業
委
員

.會
の
調
查
の
藉
果
名
略

1
同
様
に
て
卽
ぢ
鋼
鐵
合
同
《
內 

國
に
二
十
八
弗
に
て
寶
捌
く
鐧
鐵
の
代
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を
外
國

«

出
に
は

1
I

十

三

弗
L
C
爲
し
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煙
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亦
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其
他
、此
種
の
類
例
は
方
令
進
步
せ
み

H

業
國
に
：於

|

て
殆
ど
常
に
行
は
る
、
所
に
し
て
、現
に
我

. 

國
に
於
て

臺
灣

製
糖
.

業
者
の
®
合
が
目
下
書

策
し
つ

、
ぁ
ふ

淸
國
輸
出
の

如
き
、亦

若
し
實
現

す
る
に
至
ら
ば
其
寶
慣
は
必
卞
や
內
地
代
價
ょ
ら
爷
低
廉
な
る
名
の
ぁ
る
可
し

。

'
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一

.

.

. 

•

企
.業
聯
合
及
？

5

企
業
合
同

&
:

斯
の
如
く
外
國
の
肅
寶
を
試

.
0る
は
脖
に
對
外
商
權
«
張
の 

目
的
仁
出
づ
、
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て
と
^
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に
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國
に
於
け
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.■供

給
の
過
剰
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制
限
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て
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代
懊
を
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度
に
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せ
ん
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業
合
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の
獨
占
的
領
域
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自
然
の
生

-*
條
件
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其
他
の
關

.係

.ょ
6

し

：
て

通

例
一

國

又

.は 

1
地
方
の
外
に
出

^
岁
。

此
領
域
以
部
に
至
れ
ば
其
獨
占
的
權
カ

.は

.充
分

.に
達

せ
次
る
.の
常 

 ̂

於̂
傲
に
、斯
る
地
方
に
於
て
は
企
業
聯
合
及
び
企
業
合
同
は
隨
意
に
代
價
を
支
酣
.す
る
を 

.得
梦
し
て

'#
ひ
需
要
供
給
一
般
の
關
係
に
支
配
せ
ら
れ

^

る
.を
.得
ず
？

然
.
>
脬
.は
企
業
聯
合 

及
び
企
業
合
同
は
其
領
域
內
と
領
域
外
と
に
於
て
二
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に

於<

&
其
領
域
外
の
購
寶
者
は
獨
占
的
寶
價
•ょ
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'

一.
般
、に
低
廉
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る

ま

'*
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の
代
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に
て
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0
實

し

得

^

に
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て
、領
域

»

の
膦

W

若
は
割
合
に
高

.價

5:
.
支
，拂

.は
»

る
5:
.
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»
る
の
結
果

.̂
生
岁
可
し
。

.
斯
る
領
域
的
區
劃
は

^

論
' I

國
.
.內

fc
名

^
を
見

f
o

る
.に
非

^

i 

雖
名
、有
力
な
る
企
業

®

合
及
び
遗
業
合
词
は
通
例
少
な
く
と

^p:
r
.

國
を
領
域
と
す
る
を
常

i 

し
、而
し
て
又
棚
桃
の
制
度
は
國
と
國
と
の
間
に
斯
る
區
劃
を
核
く
る
に
大
に
俾
す
る
の
^
な 

る
^
以
て
、此
領
域
的
區
劃
の
事
實
は
國
と
國

i

の
間
に
最

^

p

著
し
く
®
は
る

.
、
.の
實
あ

6
0
 

Tf
l
し
.て

.#
業
聯
合

.及
び
企
業
合
同
の
地
方
的

1

價
差
別
の
最

■«
祖
人
の
注
意
を

^

く 

亦
等 

ル

'■
<

此
國
■
一 

の
差

別
に
存
せ

6

0
然
る

に

此
點

ょ
.

人

シ

觀

办ぱ
企
業
家
の
.獨
占
的
團
體
の
代
價 
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®
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.
政
略
中
內
國
に
高

1

賀
/

て
外
画
だ

.

蒉
す
る
此
；
.画
別
的
差
別
は

.
實
：に
；
©

加
エ
業
者
に
不
利
益

'を
、

へ
て
外
國

.の：消
费

.者
及
：び；加

:1
:
業
者
に
利
す
る
の
：«
な
き
を
得
ぎ 

.
る
な
 

6
。
 

. 

.

.

.

..

-
.U
,

.
是
に
於
て

&

世
人
往
々
說
を
爲
し
て

0
 
く
外
隞

«

蒉
策
は
一
國
の
有
要
な
る
.貨
物
を
捨
寶 

す
る
名
の
な
み
。

國
民
の
不
利
之
よ

6

甚
だ
し
き

'
欧
.な
し
と
。

-
.然
れ
と
、此
所
_
捨
寶
說
は
多 

數

0

場
合
に

•於
<

頗
る
當
を
得

^

る
の
見
解

^

る
を
.免
れ
.ず
。

蓋
し
外
國
に
於
け
る
當
該
貨 

物
の
低
廉
な
る
事
實
が
果
し
て
此
廉
寶
の
爲
に

.生
b

^

.る
3

の
な

A
V 

1
Cせ

ば

.、
論

者

の

說

至
 

當
な
る
を
襟
：可
し

i

雖
？
、通
例
外
國
の
代

.價
の
比
較
的
低
廉
な
る
は
此
廉
寶
の
結
果

1C
あ
ら 

:ず

生

業

聯

合

叉

«

4:
業
会
闸
か
外
國

1C
其
.生
.產
翁
を
廉
賣
す
る
は
舉
竟

M外
國
に

^

け
る

^

,

»
物
の

7f
l

«
旣
，に
.低
.く
、從
て
廉
實
す
る
に
非

3'
'

_れ

輝

其

生

產

物

を

寶

却

す

能

は

次

る

^

成
に 

廉

寶

す

る
0
.、み
。

其
狀
恰
名
自
由
競
爭
の
社
.會

に

蕊

て

充

分

に

其

生

產

物

を

寶

却

し

盡

す

を 

得
ぎ
る
生
產
者
於
競
爭
に
驅
ら
れ
て
其
.貨
物
の
寶
價
を
甚
だ
し
く
引
下
ぐ
る
に
至
る
と
毫
？ 

異
な
石
こ
と
な
し

。

•»
#

!
外
國

:l
c

廉
寶
せ
岁
し
て
.寧
ス
之
を
灼
國
に
廉
寶
せ
ば
內

.國
の
消
'費
者

其
他
の

®

寶
者
は
爲
に
利
す
る
所
あ
る
可
し
と
雖
名
、此
利
益

Q

反
面
を
想
像
す
れ
ば
其
結
果 

は
必

^

し
％
國
民
經

.濟
上
有
利

^
6

1C
S

ふ
を
得

^

る
可
し
。
試
に
思
へ
、過
剩
の
生
產
物
存 

在
.せ
る
場
合
に
之
を
两
國
市
場
に
，索
寶
せ
ば
其
結

®

は
，果
し
て
如
何
代
價
は
勿
論
下
落
す 

可
き
名
、其
急
落

.は
當
該
產
業
界
に
避
慌

.を

.惹
起
し
、幾

多

の

企

業

家

を

倒

産

せ

し

め

、幾

多

.の
企 

業
を

閉

鐵

若

し

く

は

縮

少

せ

し

め

、多

數

の

勞

働

，者

を

；し

て

其

職

を

失

は

し

li
>
*
る

に

至

る

の
危 

險
な
き

.を
，保
す
.

ち̂
％

.
景
氣
沈
衰
し
、需
用
減
退
し

<
生
產
過
剩
の
.實
漸
く
親
れ
ん
と
す
る 

に
際
し
、企
，：業

の

聯

合

又

は

合

同

が

其

供

給

を

適

摩
f

制
限
し
て
內
ー
輝
生
產
界
の
串
靜
を
維
持 

し
過
剩
生
產
の
販
路
を
外
國
に
求
め
て
企
業
家
及
び
勞
働
者
の
地
位
を
安
全
な

6

し
む
る
の 

利
益
は

.決
し
て
揹
費
：者
其
他

の
購
貧

者
が
代
價
暴
落
.：ょ

み

享

く
る

j

塒

的

利

S

の

比

に

非
次 

る
な
6
:9
所
爾
内
：國
貨
物
棄
寶
說
ー
の
.装
復
多
言
を
舉

|せ
卞
し
て
明
な
る
べ
し

。
■■

■ 

M 

.

. 

1

依

是
顧
之
、外
國

*

:寶

-0
問
題

i
す
可
き

0

は
此
所
請
棄
寶
の

ff
l

f
c非
ず
し

て
寧
ろ

其
他

の 

ニ
茴
卽

.も
內
國
の
代
價
を
芮
き
に
雜
持
す
る
の
點
に
存
せ

6
。

外
國
廉
寶
は

.內
國

0
代
價
を

_
山3
廉
：奪

1を：論

.ず

.
r:
s

■



輸
出
廉
費
を
.論
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r

i

國

ヵH

業

者

の

競

®

能

力

r
!&
弱
な
ら
し
，む

々

の

弊

あ
A
v:t
は
#

觸
廉
實
策
を
非
難
す
る
者
/
 

の
常
.卞

f

£

:所

*
れ
：と

^

併

3
、內
國
.加
±

業

者

好

爲

に

_

る

此

損

害

ft
決
し
•て
外
國
K

實 

其

物

i
:直
接
め
：周
.：果
：關
.係
あ
.る
？

の

に

縱

令

W 

#厕
廉
實
の
實
な
.し
i
す

る

i

 

r.
業
#

^

&

.̂
企

業

合

同

^

し

ズ

其

生

產

物

の

代

®

を
高
價
に
雜
持
す
る
以
ヒ
、ft
國

jn
C

4 

者

は

ル

&

の
.
.
業̂
.者
：に
.對

:L
て
競
举
上
不
利
益
：の
«

位

に

在

ら

3'
'
る
を
得
3'
'
る
^

し
。

内
t 

e
於
け
.
S
原
料
品
.の
：高
價
な
る
於
爲
に
杓
國
加
'

H

業
者
の
蒙

i

影
響
は

.不
利
な
る

c 

i勿
淪 

な
.P

0

名
、其
不
利
益
は
外
國
廉
實
の
爲
に
世
界
市
場
の
市
價
の

'上
に
大
下
落
を
生

せ

し
め 

て
外
國
加

.H

業
者
を

.利
す
る
に
至
れ
る
の

*

な
き
以
上
、決
し
て
外
國
廉
寶
の

.一
結
果
な
：

6I
J
1

万
.
 

f

得
ず
、：
.

i;

にe

國
市
價
高
直
な
る
の
結
果
に
外
な
ら
？
る

f

 

0

...

然
る
に
企
*
聯
合
及
び 

企
業
：合
同
を

.し
て
外
國
に
比
し
內
國
の
、代
價
を
斯
く
高
價
に

.す
る
を
得
せ
し
む
る
其
原
因

e 

多
く
は
內

-顯

0
產
業
比
較
的
幼
稚
に
し

.て
高
率
の
關

a

e
依

6
:之
を
保

'護
す
る
に
在

.
6

9莶 

し
.斯
る
關
桃
の
墙
壁
な
か
ら
ん
か
、低
靡
な
る
外
國
昴
は
侵
入
し
來

6

て
相
當

0*
程
度
逭
其
无

. 

價
を
引
下
ぐ
可
け
れ

‘ぱ

な

ん

.

.故
に
幼
稚
な
る
內
園
產
業
養
成
の
；爲
怂
若
し
く
は
其
他
の
將 

猶

«'
る
事
精
の
爲
に

.此
保
護
的
钃
税
を
，必
要
と
す
る
以

±
、吾
人

^
多
少
の

'高
賈
を
忍
ず

ざ

る

可
.̂

:6
.
卞
。
：
加

H
.

業
.者
の
W
不
利
益
名
亦
國

.

.民
經
濟
全
般
.の
利
益
の
爲
に
之
を
忍
ば
次
る
を
得 

^

多
な
方
。::

然
れ
ど
•
.名

、
荀

名

企

；；業
.

合
同
が
此
保
護
.の
墻
壁
を
利
用
し
て
、常

に

當

滕

..
0

.經
濟
的 

事
情
の
.
必
；要

-̂

す
る
.程
度
以
.上
に

ft

國
の
，代
價
を

.高

.く
し
、內
國
の
加
エ
業

#-

其
他
の
.
騰
賈
者 

に
不
利
益
の
影
響
を
.、蒙
ら
し
め
得
芯
の
危

it
$>
る

以
上
、」

國
の
.關
税
政
策
は
此
點
に
關
し
て

. 

充
分
'ーの
.
注
意
を
.拂
ひ
、

一

部
の
企
業
家
を
し
て
公
般
一
般
に
負
檐
を

m

し
て
獨

6

暴
利
；；を

1

.斷 

す
る
を
得
せ
し

.

0
る
烬
如
き
こ
と
な
か
ら
し
む
る

0-

策
を
施

3
 

V
る
可
ら
方
。

此
.點
に
關
す 

る
.
關
税
政
.
.策
十r

の
失
策
は
幾
多
の
弊
害
の
禍
源

.
と
爲

.

6
、終

.U
®

ひ
て
は
保
®
政
策
一
般
に
對 

す
.る
非
難
メ

<

_

*し
、
一
般
的
の
杏
企
業
合
、同
法
案
を
喚

.
起
す
る
に
至
る
。
米
國
の
政
界
に
於 

け
^

近
況
は
正
に

.
其
適
例
な

•り
。
'

:

'

:

-

, .
:
、
：
：

：

•
.

:
:
:
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-
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.
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.

•
事
情
洱
に
：斯

.の

.紐
し
：
.̂.
せ
‘ば
.外
國
廉
實

0
.利

弊

如

何

の

，
問

題
.は
.
.到

底

一,

般
的
に
‘之
を
論
斷 

す

，
る

：
を

得

：
可

き

.に
非
重
。

.吾
人
は
：須
：ら
く
：各

場

合

にII.

き
：內

國

1C
於
け
る
其
高
價
の
.程
度
如 

何
を
：審

S

'L
-
.
<然
か

.：後
之
れ
を
決
せ

.：次
み
.可

/;
>
.ら
次
る
：な
ん
‘

.蓋
し
敎
：育
的
關
税

：

の
施
設
、經 

濟
'的
發
德
の
：：求

1

其
.他
の

"止

^
|:
'
.
:
得

^

る
'事
情
の
爲
に
生
す
る
西

_

物
，«
.
の
高
直
は
國
民
經 

'
輸
姆
：廉m

を
論
ず
.
. 

U

5
:

ン



• 叙

寮

ifsi
ず

»

全
般

0
利

，
益

、
の

爲.に

之

，
を

忍.ば
ざ

る
可
ら
岁
、而
し
て
內
國
，市
場

.の
平
靜
を
*
持
せ
ん
ー
爲 

.に
^
:氣
ft
>衮
期
に
娘

‘V

急
激
の
市
谭
亇
落
；を
防
ぎ
、生
通
'業
者

.及
び
勞

.働
：者
.を
し
て
其
.地
.位
の 

安
全
を
確
深
せ
し

.め
ん
と
す
る
企
：業

聯

合

及

び

企

*

合

同

の

施

設

の

結

果

と

し

て

生

.
f

多 

少

の

高

：價

I

.
國

民

經

濟

上

必

ず

し

，

P

不
利
な
ら
穿
と
せ
ば
'斯
る
事
業
の
爲
に
趵
國
の
物
價 

の
外
國
に
比
丄
て
多
少
高
價
な
る
は
雛
令
ひ
一
見

.內
_

の
消
費
者
加

X
業
者

に

取
6

て
不
双 

益
'の
觀
ぁ

6

と
す
る

.？
、結
局
社
會
全
般
の
不
利
益
と
云
ふ
を
椿
次
る
可
け
れ
ば
な

6
。
就
中
、
 

物
價
の

.
¥靜
.維
特
の
手
段

'と

し

て

行

は

，る

、
外
國
廉
寶
..は

決

し

て
永
^

的
な
る
廉
寶
に
非
^
。
 

不
景
氣

.期
に
於
け

.る

.暴
落
：豫
.防

の
手
段
と
し
て
外
國

r
.廉
寶
せ
ら
る
、
に

外
な
ら
次
る
於
故 

.に
'̂
®

の
廉

M
は

；
；
竟̂

1
滕
的
の
現
象
に
過
ぎ
ず
。

W
國
.
'に
於
け
：る
市
價
こ

.そ
I實

1C
平
靜
の

.
 

市
傻
な

.各
^

故
^

、價
格
變
動

.少
な

.き
原
料

*

肋
材
料
を
使
用
す
る
を

#

る
內
國

0

加
エ
業
：考 

は
-其
_

動
常
'な
ら
穸

る
.原
料
に

依
.頼
す
る
外
國
の
加
土
業
者

ょ

念

寧
ろ
安
全

有
利
な
る
の 

地
：位
に
在

.る

.可
き

な
ろ
、

故
に
吾

A
t t

斷
言
す
、外

.國y

比
し
て

內
國

の
代
.價
.の
高
價
な
る

其 

高
價
の
程
度

^

平
靜
な

：

る
市
價
雜
持
策
に

.必
，要
：な

•る

程

，
度

に

，在

る

限
6
、其
高
：.價
：は
決
し
て
內 

屢
の
加
‘ェ
業
.者
を
.害
ず
る
.名
の
に
非
幸
、長
：年
月
.の
上
.よ

6
觀
：れ
ば
、浪

費

者

g
亦
其
害
を
蒙
..る

名
，の
に
非
步

と
。

孳
し
其
高

■

價
は

J

赌
的
：の
：現

'

攀
に
：外
な

.

ら
ぎ
.

る
1

け
れ
ば
な

.

6

。

然
6

 

i

雖

セ

、
此

：高

.
價

胗
0
る
一
埤
的
の
現
象
に

.

非
,

し
て
、范
ど
恒
久
的
な
る
常
勝
の
；事
實 

な
.

6

と
_

せ
.

ば
、其
：原

.

_

如
何
.

に
論
‘

な
く
.

內
國
の
加
エ
業
者
敢
に
消
費
者
の

'

不
利
益
.な
る
や
復
长

I 

.

言
を
要
：せ

^

る
芬

i
-
.
然
か
令
此
.高
價
の
原
因
於

T

e

rの
經
：濟
的
發
達
幼
稚
な
る
の
事
實
に 

あ

ろ
と
せ

.ば
、吾

.人
は

.1

般
_の
■加
エ
業
者
'消
費
者
と
共
.
.一
に
國
，經
.濟
界
の
幼
稚
：な
る

.を
嘆
ず
る 

の
'外
、復
长
言
な
し
と
雖

1

此
，高

.價
が
關
，稅
.其
他

.の
人
，I

爲
的
墻
壁
に
*
づ
き
而
し
て
此
墻
.壁
が 

所
雨
外
靡
靡
寶
策
な
る
名
の
、

«
,行
を

.可
熊
な

.ら
し
び
る

.名
の
な

6

と
せ
ば
、吾
人
は
一
般
の

職
買

.者
、就
中
、加

i
:業
者
の

.爲
に
先
：づ

其

墻

#

の
撤
：去
：を
謀
.
6部

國

廉

'寶

：策
の
弊
害

を

刈

除

す

:

る

U
.
1め

?'
.
る

を#

#
。.

蓑
し
.斯

る

墻

壁

を

利

用

せI

る
恒
外
的

の

外

國

靡

實

は

：明
に
內
國
の 

如H

業
者
を
害
し
、內
國
の
消
費
者
に
負
擔
を
課
し
て
ニ
部

$

產

燊

者

の

私

腹

を

肥

や

す

？
.の 

な
：れ
.ば
な
'
6
。S

興

に

：
生

崖*

賢
達

0
、上

ょ

6

爲
れ
ば
、外
國
廉
寶
.策
一
の
：
影

：響

は

其

；
靡

*
責

る

商

.品

s

r-
如 

エ
：せ
ら
る
'可
：き
朱
猶
：苺
叉
は
：半
製
昂
な
る
'と
全
.然

帮

製

^

れ
士

る
所
爾
精
.製
.品
夺
る
'と
に
依 

' 

轉
W 
雪
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；

1
；

ず

.
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H
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i

間
.多

少

の

區

別

な

i

得
*
。:

企
業
聯
合
I

:
企
.業
：合
同
I

國
：に
摩
賣
す
る
商
a

P
 

石
i

f

は
綿
絲
等
の
如
き
未
s

 

I

製

の

原

1

5

湔

助

林

料

l

i

t

0/ 

原
料
補
助
材
料
•を

使

用

せ

次

る

を

得

次

る

內

國

の

如

エ

精

製

業

者

は

廉

價

.の
材
料
を
使
用
す 

る
外

.

.國Q

 

.同
業
者
に
此
し

v

 

f

生
、產
費
を
要
す

.る
次
第

と

爲
ク
/

な
く
と
.̂
外
國
市
為
に 

払
け
る
タ
國
同
業
者
に
對
ず
る
競
爭
は
爲
に
大
に

0

難
と
爲
ら

3:
る
を
得
孑
る
可
し
。

和
8 

及
ぴ
英
國
の

造

船

所

於

镯

逸

產

の
.鐡

枒

を

使

用

し

て

獨

逸

.の(

造

船

所

上

6

廉

價

tc
ff
i

舶

U 

製
造
す
る
を
.得
、和

ii
の
i

計
量

器
製
造
.所
,

獨

逸

產

の

原

料

補

助

村

料

に

依

ぅ

て

然
ゥ

] 

獨
S

.
同
業
•者

ょ

6
，

低

廉

S

製
.品

裏

給

す

I
を
得
る
f

き
.は
卽
ち
其
著
例
に
し
て
、、
 

此

II
類
例

は
輸
出
摩
著

U

獨
米
兩
.國

の

加

エ
.業
f

英

霊

s
 

S
同

5

の
間

H

る
所

I

 

i

 

£

 

H

I
の
I

f

 So

 
く 

f

別

参

る

名 

タ
'國
に

：

於
け
る

.競
爭
能
力
を
傷
害
せ
ら
れ
、其
班
業
の
：發

.展
を
制
限
せ
ら
る
ゝ

ra
H

JU
x
業
者

:
關

! 1
1 !
^

然

I

外
國
に
廉
實

f

る
：、
商
品

S

令
：ば
歡
條

.の
如

I

.
製
.品
な
る
場
合
は
之
に
反

IX

し
、其
廉
儐
は
敢
て
必
す
し

3
內
國
の
經
濟
界
に
損
害
を
與
年
る

.令
の

..と：云ン

V
を
得
玄
。

V
.

例
令 

へ
ば
.一

八

七

〇

年

代

0
中

葉
、獨
逸

.に
於
け
る
鐡
道
の
一
敷
設
未
だ
丧
ね
か
ら
す
、然
於

S
經
濟
界 

沈
衰
の
爲
に
軌
條
に
對
す
る
內
國
の
需
要
大
に
減
退
せ
し
勝
に
當

6
、同
國
の
製
鐵
エ
壤
が
一 

•

£
其
エ

.場
設
備
の
運
轉
を

.繼
續
せ
ん
が
爲
め
、叉
一

.
に
は
其
勞
働
者
を
繼
續
使
用
せ
ん

.
S
 

に
其
軌
絛
製
造
を
繼
續

:u
v、其
製
品
を
菊
萄

3:
w
班
ヰ

||
馬
®
、其
他
の
：*

外
國
に

*

»•
せ
.石 

場
合
の

.如
し
。

此
場
合
に
於

v

獨

逸

の

±
場
は
內
國
に
於
け
石
實
價

よ

ら

S
遙
に

：

外
周
の

.
®
 

價
を
廉
に
：

b
、往
介
之

を

〗

內
.國
：寶
價

の

半
額
に
到
下

げ

t
る

こ
と
あ

6
し

' と
，雖
名
、之

' 於
爲
：
.
u獨 

逸

U
.

對
す
石
此
等
請
外
國

の

競
爭
能
*
增
邡
せ
る
の
事
贊

は
之
を

0

む

み
♦を
得
申
。

從

て

獨

 

逸
の
產
業
に
，對
す
る

' 其
弊
害
は
之
を
認
む
可
ら
？
る
と

*

に
、一
方
に
は
却
<
大
な
る
利
益

の
 

認
む

可
き

‘ ♦
ろ
。..聋
し
此
輸
出
な

が

6
せ
ぱ
獨
逸
幾
多

の

エ
•場

の

.

,

#

は

ゑ
然

不

用

に
附

せ

 

ら
れ
二
部
の

H

場

主
は
或
は

倒

産

す

可
く
、幾
多
の
寶
本
は
爲
に
破
滅
せ
ら
る
可
き
と
同
肪

に

、
 

多
數
の

•勞
働
者
は
其
職
と

‘所
得
と
を
失
ふ
に
至

6

TC
る
可
け
れ
ば
な
ん
。

故
に
斯
る
場
合
斯 

る
商
故
の
外
國
廉
寶
は

■

令
^
其
寶
價
如
何
に
低
廉
な

6

と
す

5:
4

苟

^p

其
生
產
原
料
'の
失 

費
と
勞
龈
と
を
補
償

し

得
る
の
代
價
な
る
以
上
、當
讓

.國
：民

經

濟

の

爲U

は
.有
：利
の
結
.果
を
生 

輸
出
：赚
费

L

.
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輸
I

f

論

ず.

r

G

#

る
も
の
と
云
は
次
る
を
得
ぎ
る
可
し
。

一
層
高
憤
に
：念
を
輸
洱
す
る
を
得
ば
其
；利
益
は
勿

論

遙

に

大

な

，
る

可

：し

乏

雖

名

辑

る

輸

出

の

不

す

能

1

る
に
於
て
.
•は
、斯
.る
廉
價
の
輸
出
名
亦
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歡

迪

せ

»

る
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る
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を
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迎
す
る
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於
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製
品
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か
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其
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價
ず 

f
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む
拿

次

る 

S

事
情
存
す
る
場
合

^
限
久
斯

.：
る
必
要
の
存
せ
次

^
場
.合
に
於
て
は
，一

.

般
消
養
者
の
見
地
ょ 

*

' L

て
大

に
其
不
當

i

,

弊
害
i

*

鳴
ら
さ

>

 

石
を

I

次
る
な

6
。

然
る
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フ
T

ン」

氏
一 

派
の
論
者
は
如
上
の
見
地
ょ
ろ
し
セ
精
製
喆
の

*

1
廉
寶
を
否
認
せ

f

 

i同

f
 

S

料
品 

及
び
架

.製
b
s Q.

廉
寶

に
就
て

名
亦
左

0
.四
個

0
論

-«
..ょ

6
、內

_

國
民

^

濟
に
對
す
る

^
國

t

w

n

 

f

し

想

f

る

s

i

l

t害

な

S

レ
る
次
第
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I

甘
ん
と
す

B 

の
風
あ
ろ
。

B
i
e
f
l
m

が 

w
a
r
t
e
f
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T
r
u

登
•
S
N
^
l
g 

こ！

第
一
.
靡

,1
.は
多
く
表
面
的
の
事
業

r.
M

'f
ヂ
。

外

.國

に

對

す

る

寶

價

廉

な

る

場

合

^
.
於
て

13

名

、
外

國
の
購
賀
.者
は
典
寶
價
の
姊
に

*

例
多

大
の

、麓

賃

及
^

輸
入

關
税
等
の
費
用
を
.負
擔
せ

V 

次
る
を
得
次
る
於
故
に
莫
購
人
に
耍
す
る
養
用
は

多

數
の

屬

A

ロ
匕
於
て
は
實
際

上
..

內
國
の
，.購 

入

者
ょ
多
大
な
る
の
實
あ

A

o
.從
て

外

國
の
加
エ
業
者
は
事
實
上
內
國
の
加
工
業
者
ょ 

6

多
廉
價
に

.原
料
挪
助

.材
料
を
膦
入
す
る
を
得
岁
、其
競

.爭
能
力
、亦

爲

に

壻

進

せ

ら

る

、

乙
，こ 

な

き

の

常

な

6
。果して然せば、

ft
國
企
業
の
經
營
繼
續
を
維

持

し

、

其

一

般
的
經
費
を 

節
減
せ
し
め

' て
、且
つ
勞
働
者
の
爲
に

.

.職
業
と

-所
得

0
安

全

を

?®
保
す
る
企
業
聯
合
及
び
企
業 

令
同
の
廉
價
輸
出
は
國
民

.經
濟
の
爲
に
有
利
と
云
は
次
る
を
得

^

る
ベ
し
。

第
二
、廉
寶
は

一

般
に
常
規
的
の
现
象
に

.非
岁
。

外

_

に
對
す
る
廉
寶

*

多

く

.
は

非

常

滕

に
 

於

け

る

營

業

繼

續

の

非

常

手

段

杧

る

'の

常

允

る

於

故
に
、
一
般
に
恒
外
的
常
規
的
の
規
象
に
あ 

ら
岁
し

V

槪
ね
一
脒
的
の
販
實
政
略
に

過
ぎ
ず
。

從

V
、

外
國
の
加
工
業
者
は
斷
ぇ
岁
確

實
に 

其
低
廉
な
る
代
價
に
て
原
料
叉
は
補
助
材
料
の
供
給
を
享
く
る
を
期
待
す
る
を
得
ず
。

低

廉 

な
.る
材
料
を
仰
ぎ
得
る
外
國
加
工
業
者
の
利
益
は
其
材
料
代
價
の
變
動
常
な
き
事
實
の
爲
に 

其
大
部
分
を
相

*

^
れ
次
る
を
得

5'
る
な
ら
。

3
は
れ
、廉
價
輸
出
が
殆
ど
恒
久
的
現
象
と
爲 

る
の
場
合
は
世
上
決
し

y

其
例
少
な
き
に
非
す
。
两
國
に
於
け
る
消
费
桃
の

賦
課
と
共
に

輸 

鶴
W
.廉
赍
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論
ず

 

1-

三一



I
i
I
1
1

« 

i j
出
戾
桃
の

.
®搜
行
は
れ
、而
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:
て
其

||
.桃
が
事

»

上
一
‘
種
の

'輸
出
獎
勵
金
と
爲
ル
る
こ
と
、̂
令 

ば
數
年
扩
歐
綁
大
陸
諸
國
に
於
け
る
甘
菜
糖
の

*

合
に
之
を
，見

*

る
が
如
き
事

*

0
存
す
る 

私
名

U
は
殊
に
然

6

と
.す
。
.
此
砂
糖
の

®

出
獎

«

金

,

外
國
廉
實
を
喚
起

1
、外
國
の
砂
糖
加 

ニ
業
者

1
=
.茅
&

.|
:

^
へ
て
內
顚
の
同
業
者
を
害
し

fc
.る
の
形
跡

^
.る
は
疑

^P,

な
き
事
實
に
觸 

し
英
國
に
來
け
る
菓
寸
製
造
エ

_

の
當
麻
に
於
け
一
る
偉
大
な
る
發
達
は
實
に
獨
、佛
、»

等
の
諸 

.國
の
廉
賓
せ
る
甘
菜
糖
を
無
税
に
て
輸
入
し
得
杧

|る
に
基
因
せ
る

_こ
.と
多
き

.に
§
る
の
狀
ぁ 

6
然
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i
雖
名
、斯
る
忸
穴
的
の
外
國
廉
實
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，寧
ろ
茛
税
制
度
の

.不
，完
全
其
他
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種
の
關
係
に 
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.づ
け
名
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外
的
の
现
象
に
属
す
る
名
の
に

.て
、諸
產
業

.全

般

.0
上
ょ

•り
觀
れ
ば
、企
業
聯
合
及 

次
企
業
合
同
の
常
用
手
段

'fc
る
外
國
廉
寶
は
槪
ね
經
濟
界
の
變
潮
に
際
し
て
止
む
を
#
次
る 

に
出
づ
る
一

.
滕
的
の
應
念
策
に
外
な
ら

?'
る
な
ろ
。：

、

务
三
廉
梦
の
澤

^
浴
す
る
外
园
人
は
槪
し
て
其
廉
寶
を
歡
迎
せ
步
。
外
國
廉
寶
抓
實
際
外 

_

に
.
調
し

.て
原
料
補
肋
材
料
を
靡
價
に
供
給
し
、當
該
國
の
加
エ
精
鑪
業
を
促
進
す
る
ぢ
の
.な 

.
せ
ば
认
廉

S
を
受
く
る
外
画
人
は

.一
般
に
之

r
歡
迎
す
对
き
道
理
な

A

當
該
外
國
が 

自

-*
#

易

.の
$
度
を
採
用
し
此
廉
賨
品
の
無
税
輸
入
を
許
せ
る
場
合
に
於
て
は
該
國
の
加
エ
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業
者
呔
殊

_に
其
廉
寶
の
爲
に
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に
利
す
べ
き
計
算
な
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る
に
、事
實
は
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必
步
し
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ら
.次
る
名
の
、
如
く
、殊
に
此
利
益
の
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に
大
な
る

0
狀
ぁ
る
英
國
に
於
て
す

ら

、大
陸

«

國
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此
廉
實
を
ば
之
を
歡
迎
せ
次
る
の
狀
ぁ
ろ
。

同
國
に

'於
け
る
菓
子
製
造
ェ
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の

發

達

'が
廉
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な

る
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國

糖

の

輸

入

1C
負

ふ

所

少

な

於

ら

次
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し
：に
拘
ら
梦
^

先

歐

洲

大

陸

諸

邦

，に
移
激
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て
砂
糖
輸
出
獎
勵
金
廢
止
の
聯
合
を
窬
策
せ
し
は
正
に
其
適
例
な
ろ
。

.
其
他
、
低
廉
な
る
原
料 

の

供

給

を

受

く

，
邦

國

に

て

は

加

：

H

精
製
業
の
迅
速
な
る
發
達
期
し
七
待
ち
得
可
き
於
如
き 

.次
第
な
れ
ど

S
、事

*

は
一
般
に
然
ら
す
、
例
令
ば
獨
逸
及
ぴ
米
國
の
企
業
聯
合
並
に
企
業
合 

同
よ

6
廉
價
な
る
原
料
龅
に
半
製
品
の
供
給
を
受
ぐ
る
英
國
の
鐵
ェ
業
は
殊
に
著
し
き
發
達 

を
遂
げ

#
可
き
次
第
な
る
名
、實
際
に
英
國
の
鐵

H

業
の
發
達
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米
雨
國
よ
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名
；將
に
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し
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S

の
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る
を
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*
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他
な
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業
聯
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«
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同

の
所

謂
外 

國
廉
寶
な
る
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の

&

常
規
的
の
现
象
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つ

V

其
廉
寶
を
基
礎
と
し
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大
な
る
輸
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加

H

精
製
業
を
鄉
設
經
營
す
る
能
は
次
る
舣
故
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外
な
ら

3'
'
る
な

6
。
然
れ
ば
外
國
加
工 

業
者
の

此
の

廉
寶
に

S
す
る

見
解
$
必
步

し
名

歡
迎

的
な
ら
ず
。
.獨
逸
の
企
業
聯
合
調
查
會 

の
席
上
一
鐵
ェ
場
主
の
報
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す
る
所
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據
れ
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、全

恹
界
の
市
場
に
其
製
品
を
供
給
し
つ
、
ぁ 

輸
出
：職
赍
を
論
ず 
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ひ
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業
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者
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言
を
爲
せ

6
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云

ふ
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:

■

惟
年
に
铖
の
如
く
多
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の
錄
鐵
及
び
鋼
鐵

1)

白
》
義
及
ぴ
獨
逸
ょ

6

輸

A

i
る

、
を
見 

.，
は
五
r 
ノ
英
國
人
は
多
大
の
不
滿
足
を

.威
せ
ぶ

i

を
得
次
る
可
し
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令
此
輸
出
人
弓
丧
を 

W

れ
ば
獨
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、獨
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S
材

冬

に
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此
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個
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意
多
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ろ
。
此
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個
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ふ
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の
大
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な
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可
し
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す
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M
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次
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M

れ
明
に
英
國
の
加
工
業
者

S

逸
め

'輸
出
麼
賢
を
目
し
て
英
國
の
爲
に
不

f

i

解 

せ
る
の

f

云
.

I
ぐ
、更
に
換

.言
’す
れ
ば
獨
逸
養

.輸
出
廉
寶

.
£

6
英
麗
を
害
ず
る

S
 

u

英
國
は

.之

r
到
し
て

.防
猜
的
施
設
を
策
せ
次
る
可
ら
步
と
が
主
旨

a 

i

然
れ

ど

折
る

t 

業
者
の

#

す
る

*

1

，面

.に

は

叉

之

と
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反
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の

意

見

を

：抱

け

£
0 
0
, 
f

存

せ

次

る

に

非

^
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例

令

ば

：
英.國

の

一

：
火

造*
畲

社

の

重

役

の
.如
き
は
左
の
鉗
き
.言
を
：爲

せ

云

ふ

。

日
く
、

.獨
逸
，
.の
'
.製
造
：品
捨
實
の
問
題
に
鑭
し

<

は
吾
人
北
東
海
岸
の
造
璐
業
者

f
c 

I

は
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.

，玖

.

.
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材
料
を
.低

廉

に

雕

入

し

得

る

の

機

會

に

接

し

得

る
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驾
せ.

次

る

を

得

t
 

I

鐵
板 

及
.び
矩
鐵
を
：製
造
、せ
る
爾
.鐡

樨

製

造

業

者

と

し

て

の

利

益

よ

ム

云

.
へ 

寶
に
反
對
せ
次
る
を
.得

岁

i

雖
名

#

し
、造

«

業
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.tc
る
の
見

' 地
.よ

み

す

れ

ば

^

入
は
常

.こ
 

外
國
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對
し
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■乞
■ふ
舰
等
の
能
く
し
得
る
限
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捨
ー
鸾
せ
よ
i

云

は
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'
る
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’1l
*

i

。
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、

依

^

觀

之

タ

國

K

實
の
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何
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問
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t
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槪

.
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梦
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*
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鸾

す

る
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文
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方
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當
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商
品
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廉
寶
す
る
邦
國
の
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す
る
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否
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審
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る

後
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可
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す
る
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知
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可
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邦

國
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の

. 1

置
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ば
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。
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他
莫
國
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業
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の
所
言
に
據
れ
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國
の

加
工
業
寒
鉍

米
獨
よ
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廉
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の
半
製
品
を
購
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す
る
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古
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澗
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エ
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者
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し
て
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の
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す
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桃
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:
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に
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潮
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。
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に
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營
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可
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な
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